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本章ではIrisデータを利用して、簡単な分類問題をChainerで

作ってみました。ただ、これは古典的ニューラルネットワークで

あり、Chainerでの書き方を紹介したものでした。

本章もChainerの書き方の練習として、AutoEncoder (AE)を

作ってみます。



6.1 AutoEncoder（AE）

• Autoencoder (AE)とは、出力データが入力データをそのまま再現する3

層のニューラルネットワークです。そのため、入力層から中間層への変

換器はencoder、中間層から出力層への変換器はdecoderと呼ばれます。

• 中間層のノード数は入力データの次元数以上だとencoderが恒等関数に

なるので、中間層のノード数は入力データの次元数よりも小さくないと意

味はありません。つまり、中間層の出力は入力データを次元縮約したもの

を表現していると言います。



Irisデータを2次元に縮約してみます。ネットワークで表すと、下記の図

で表しています



ポイント：

ChainクラスのMyAEの損失関数の部分で教師信号が入力

データⅹになっているのがポイントです。



サンプリングを動かしたイメージ





2次元への次元縮約のデータに位置

excelで作成した分布図：



Matlabで作成した分布図：



6.2 Denoising AutoEncoder（DAE）

• AEでは中間層のノード数が入力層のノード数(入力べクトルの次元数)よ

りも大きいと、encoderが恒等関数になってしまうという問題があり、中

間層のノード数は入力べクトルの次元数よりも小さくしないといけません。

• AEを次元縮約として使うのならこれで問題はありませんが、次元縮約

とは逆に入力べクトルをより高次元の空間に射影したい場合にAEが使え

ません。



Denoising AutoEncoder (DAE)とは、高次元に射影すること

も可能にしたAEの改良版です。また、高次元への射影ではなく、

通常の次元縮約にも DAEを利用できます。

ChainerでDAEを実現するもの簡単です。適当に訓練データに

ノイズを入れたのを入力、ノイズを入れないものを教師データと

して、通常のNNで実現できます。


